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Abstract　The　level　ofunderstImding 　ofthe 　post−modification 　constructions 　by　Japanese

learners　 was 　in，vestigated ，　 The　particやants　were 　cQllege 　f｝eshmen 　and 　frrst　year

senior −high　 students ．　 They　 were 　 required 　 to　 rearrange 　 the　 English　 words ！phrases

refヒrdng 　to　the　given　Japanese　sentence ．　 While　a　significant　diffヒrence 　was 　obtained 　as

regards 　some 　constructions 　among 　college 　freshmen，　a 醗 rent 　per飴   ance 　concem   9

relative　pronoun　clauses 　was 　observed 　with 　high　school 　students ．

1．　 は じめ に

　近年 の 研究 におい て
， 菖語習得は ，

「（1）学習者 が まず input（入 力言語）の 言語形式 に気づ き

（neticing ）， （2）統合的 ・意味的に理解 し，（3）intake（内在化）して ，（4）自分の 中間書語体系の

中に組み入れ る，
一
連の 処 理過程」 （青木，2003） と して とらえ られ て い る （注 D 。 本研究 は ， 学

習者 が 3年間に渡 っ て ， 英語教科書 New 　Uorizon　English　Courseを用い て学習 した inputを， どの

程度 intakeし，そ して それが定着 して い るか，を調査 しよ うとするもの で ある 。 具体的には ， 中

学校英語科の 教材 に含まれ る修飾構 造の 実態 を観察 し， さ らに ， 英語母語話者が英語学習者の 言

語使 用 の matUrity を判 断す る の は ，学習者 の 使用 したセ ン テ ン ス 中に ある異な っ た修飾構造の 数

で ある とされて い るこ とか ら （Fries＆ Fries
，
1961），本研究で は後 置修飾 に焦点 を絞 っ て調査を実

施 し，そ の 難易度を観察 して い く中で ，日本人英語学習者 の 英語後置修飾構造理 解にお ける問題

点 を明 らか に し ， そ の 改善 へ の示唆を得た い 。

2， 先行研究

後置1鰤 に関す る代表的な先行研究1ま
，
Kuno （1974），

　Kee   副 Colmie（1977），
　HamiltOn　（1944）が

あ り， 近 年で は伊藤 （2001）， lz  i（2003），　Hashimoto（2005），　Hashimoto　and 　Hirai（2007）等が あげら

れ る。PercqptUal　Dithculty　Hypothesis（PDH ）と し て 知られ る Kuno （1974）で は ，
　 dght−embed ｛lingの文

よ りも center −embedding の 文 の 方が難 しい と述べ られ て い る。　 Keenam 　and 　Comrie は No   Phrase

Accessibilhy　Hypothesis（NPAH ）を提 唱 してお り，ある言語にお い て 英語 の 関係代名詞節に相当する

用 法が見 られ る揚合の 習得の 困難度を示 した 。 NPAH で は ，　 D 主格 ，
2）直接 目的格，3）聞接 目

的格，4）前置詞 の 目的格 ， 5）所有格 ， 6）比 較手 目的格の 順で 有標 駐の 度合い が 強くなる，っ ま

り習得難 易度 も増す と言われ て お り， 後の Gass（1979）で も，　NPAH に従 っ て理 解の 困難度が高 く
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な る と 報 告 され て い る（大 喜 多 ，
2000）。 そ し て ， Hamilton（19“ ）の 提 唱 す る SO 　Hierarchy

Hypothesis（SOHH ）は ，　 PDH と NPAH の 考え を混合し た よ うな もの と されて い る。

2，2　1nputと して の教科書

　現在，Ii本入英語学習者 は ，
い わゆる EFL 環境下 にお い て英語学習 を行 っ て お り，そ の 時の irlput

は教科書が 中心 で ある とされて い る （伊藤 ，
1995）。 また

，
こ の こ とは田 中 （2007）に よ る 日本人

英語学習者に とっ て 教科書が 主たる inputで あ るこ とを確認 す るこ とを 目的 と したア ン ケー
ト結

果か らも明 らか で あるこ とか ら，本研究 にお ける input とは ， 英語母 語話者の 持つ 「メ ン タル グ

ラマ ー
」 を文字 として表 した文法書 か ら抽 出 され た もの と定義する。

2．3 後置修飾

　Fries　and 囲 es（1961）に よる と，
　 EFL 環境 にお い て ，あ る文法構造を 学習す る際 その 文法構造

が学習者の 第
一

言語 の持つ 構造 と大きく異なっ て い ると理解が 困難で ある とされて い るが
， その

文法構造が英語の シ グナ ル と して重要な役割を担 っ て い る場合には，早期 に導入 し，繰 り返 し触

れ させ るこ とで 学習 をはか るべ きで ある とされ て い る。そ して ，その よ うな文法構造の 例 として ，

修飾構造 が 挙 げ られ，また，修飾構造 の 中で も後置修飾 は 日本人 に とっ て難 しい とされ て い る

（Hashirnoto，2005）。

3．　 後置修飾語句の 理解度調査

　テ ス トは ，Part　l と Part　2 か ら成 り，両 方 とも文中の名詞句に対す る後置修飾語句理解 を調査す

る もの で ある。テ ス トで は，調査対象者は 日本 語が 与え られて お り，調査対象者は ，それ に相 当

す る英文 をラン ダム に提示 した後置修飾句に相 当す る部分 を並 べ 替 える形式で ある。並 べ 替 え る

際の 確率をそろえ るために ，
Part　1 は 並 べ 替え項 目を 3 つ に ，

　 Part　2 は 4 つ に続
一
した

。 なお ，
テ

ス ト問題に使用 した語彙は全 て，New 　HoriZon　English　course 　1，　2，　3 で 出現 した もの に限っ て お り，

調査 対象者 とな っ た高校生 は，全員 中学 3 年間を通 して 飽 w1 ％ 舵 oπ を用 い て 学習 して きた 者で

あ る。テ ス ト問題 に つ い て は ，補遺に示 した。

3．1 テ ス トPart　 1

　−ing分詞 ，

−ed 分詞 ，　 to 不定詞，前置詞句，形容詞 句，副詞句 （注 2） の 6 種類の 後置修飾語句 を

含む セ ン テ ン ス タイ プ を用意 し ， 各タイ プに つ き 3 つ の 問題 （合計 18 題） を作成 した。

　刺激文 は以 下に示す 。

一ing分 詞 lThe 　g皿 1迦 堕g　a　newspaper 　is　Keiko，

−ed 分 詞 ：1　have　a　diary　pmten　in　1900．

tD不 定 詞 ：Students　have　a　lot　ofthjngs 　to　leam．

前置詞 句 ： 1  ow 血e 　woman 鼬 short　haiL
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副 詞 句 ：lhave　written 　the　paper　for　the　meeting 　P mt− ．

形容 詞句
・There　is　something 噬 血 g　in　this　book

3．2　テス ト Part　 2

　関係代名詞 who ，
　which

，
　thatそれぞれ に つ き，後述す る 6種類の セ ン テ ン ス タイ プを用意 し，各

タイ プに 3 つ の 問題 を作成 した 。加 えて ，接触節に関 しては ， SO ，
　 CO ， 00 の 3 つ の セ ン テ ン ス

タイプを用意 し ， 各 タイ プに つ き 3 つ の 問題 （合計 63 題 ）を作成 した。また，先行詞 につ い て は，

関係代名詞 who の 場合には the　boy，
　 which の 場合に は the　chair ，　thatの場合には the　e−mail ， 接角虫

節 （以降，関係代名詞 zero と呼ぶ） の 場合には the　booksにそ れぞれ統
一

した 。

　刺激文の 例を以下 に示す 。

SS ：The　boy　who 　entered 　the　room 　was 　tall．

　　 （先行詞が主節主語に な り，か っ 関係詞節で も主語 とな る）

CS ：This　is　the　boy　who 　entered 　the　roorn ．

　　 （先行詞 が主節補語 に な り，か つ 関係詞節では 主語 とな る）

OS ：He   ows 　the　boy　who 　entered 　the　room

　　 （先行詞 が主節 目的語 に な り，か っ 関係詞節で は主語 とな る）

SO ：The　boy　who 　Mary 　knows 　is　here．

　　 （先行詞 が 主節主語 にな り，か つ 関係詞節で 目的語 となる）

CO ：He 　is　the　boy　who 　M 町     ws ．

　　 （先行詞 が 主節補語 にな り，か つ 関係詞節で 目的語 とな る）

00 ：He　called　the　boy　who 　Mary 　knows ．

　　 （先行詞 が主節目的語に な り， かつ 関係詞節で も目的語 とな る）

4．　 調査 1　 （大学生対象）

4．1　 目的

　作成 したテ ス ト問題 の 信頼性を検証す るこ と と ， 学習者の 学力に よ っ て後置修飾構造お よび 関

係代名詞節の 理 解に差がある の か を調査する こ と。

4．2 方法

　広島市内に在籍す る大学 1年生 113名に，改定した後置修飾構造理解度テ ス トと，英語 に 関す

る意識調査 を受けて もらい
， SPSS 　15．O　J （以下 SPSS ）に よ っ て改定 した テ ス ト問題 の 信頼性 を検

証 した。学力テ ス トに よっ て 一ヒ位群 と下位群 に グル
ープ化 された被験者を ， グル

ープ，後置修飾

語句 ，
セ ン テ ン ス タイプ ，関係 代名詞 の それぞれの 種類 に よっ て 得点に有意な差があ る の か ど う

か をみた。なお ，調査対象者は，英語 を専門 と しない 学生 で ，81 題か らなるテ ス トと英語に 関す
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る意識調査に 答えて もらい ，回答漏れ等を除外 した 108名 分の デー
タ を使用 した。

4．3 結果

　後置修飾構造理 解度テ ス トの 信頼性 を検証す るために SPSS を用 い て ク ロ ン バ ッ ク の α 係数に

よ っ て 求め た。その 結果 ， 後置修飾構造理解度テ ス トの α 係数は．95，学力テ ス トは 1DO とな り，

信頼の お けるテス トであ るこ とが分か っ た 。

　また ， SPSS を用い て 後置修飾構造理解度テ ス トと学力 テス トの 相関を調べ た こ とこ ろ，　 r ＝．68

（n
＝108，p く ．Ol）の相関がみ られた。

　
一

要因分散分析 の 結果 ，後置修飾語句 に つ い て は ，

−ed 分詞 ，
　 to 不 定詞 ， 形容詞句 ， 副詞 句 の

学力上位群 と下位郡 との 間で 有意 な差が み られ た 。 zero を含まない 関係代名詞 節に つ い て は SO ，

SS の 問で ，
　 zero を含ま ない 関係代名詞節に つ い て は SO の学力上位群 と下位群 との 問に有意な差

が み られた。 これ をま とめる と最 も難 しい 後置修飾構 造 は，そ れ ぞれ 以下の よ うに な っ た。

後　 置　 修　 飾　 語　 句　 ；−ed 分詞 ，　 to不 定詞，形容詞句，副詞句

関係代名詞節 （zero を含まない ） ： SO
，
　SS

関係代名詞節 （zero を 含 む ）　 ：SO

3．00

275 國曽 ひ’

　 　
凵φ　，嚇　　9　　　　　　　　，　 ●　　　　　　　　　　　　　　　噛　’’

9

「ヤ　、

　　　 弓

・輸　　 1　一
、「、　，　 「 ，

　 　
、
　　“ρ　　．

　　 卩一
　 國卩，．

2．50
i

得

2．25

点
2．OO

下 位 群
1．75

150 一一 上 位群

1．25
…
…

Loo

一ed 分 詞 一1ng 分 詞 to不 定詞 形 容 詞句 前置 詞 句 副 詞 句

図 1 学力上位 群 ・下位群 にお ける後置修飾語句別 の 得点
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表 1　後置修飾語句別の 得点

項 目 　 上位 群　　　　 下位群　　 有意確率

（n
＝57）M （SI））　　　（η

＝51〕M （SI））

一
。d分詞

一t  分詞

to 不定詞

形容詞句

前置詞句

副詞句

2．73　（0．88）

2、77　（0．54）

2，59　（0．96）

2．71　　（0．76）

3．00　　（0．29）

2．80　（0．61）

L96　（0．97）
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図 2 学力上位群 ・下位群にお けるセ ン テ ン ス タイプ と関係代名詞別の 得点

　　　　　　　　　　　　 （zero を含まない ）
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　　　　　　　表 2　上位群 ・
下位群 にお ける セ ン テ ン ス タイ プ と関係代名詞別 の 得点 （zere を含まない ）

項 目　 関係代名 詞 　上位群

（n
＝57）M （Sl））

　 ド位群

（n
＝51）M （SI））

有意確率

OC

SC

00

SO

OS

SS

磊
顱

晶

舗

響

温

畿

欝
蜘

盟

2．61　　（0．49）

2．86　（0．39）

3．00　（0．00）

3．00　（O．OO）

2．96　（0」8）

2．66　（0．47）

2．84　（0．36）
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3．00　（0，00）
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図 3 学力．と位群 ・下位 群におけ るセ ン テ ン ス タイ プ と関係代名詞 の 得点

　　　　　　　　　　　　　 （zere を含む）
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表 3 上位ee　・ 下位群に お けるセ ン テ ン ス タイプ と関係代名詞別 の得点 （zero を含む）

項 目　　関係代名詞　　　上位群　　　　　下位群　　　 有意確率

　　　　　　　　　　 （η
＝ 57）M （Sl））　　　　（n

＝51W （Sl））

CO

00

SO

whowhich

that

zero

whowhichthat

zero

whowhichthatzero

2．61　　（0．36）

2．86　（0．18）

3．00　（0．13）

2．91　　（040 ）

2．84　（0．36）

2．96　　（0．18）

2．98　（0ユ3）

2．89　　（0．40）

2．66　（0．63）

2．91　（0．43）

2，89　（0．45）

2．71　（0．59）

251　（0．57）

2．05　（1．02）

2．86　（OAO）

2．07　　（1．01）

2，58　（0．69）

2．66　（0．76）

2．72　　（0．63）

2．07　（0．99）

1，64　　（L24）

158　（1，41）

1，86　　（1．28）

151　（1．17）

飆

 

獅

 

仍

価

 

 

伽

伽

 

 

＊＊

＊ ＊

＊

＊＊

＊ ＊

＊ ＊

＊ ＊

＊＊

＊

p ＜ ．05　
＊＊

p く ．Ol

5， 調査 2　 （高校生対象）

5．准　 目的

　テ ス ト問題 の 信頼性 を検証す るこ とと，調査 1 の 結果か ら得た ，以下の研 究課題 の解 を求める

こ と。

　　　　（1）学力上位群 と下位群 との 間で有意差の あっ た ，

−ed 分詞 ，
　 to不定詞 ， 形容詞句 ， 副詞

　　　　　句は ， 英語に対する情意的要素で分けられた グル
ープ間で も有意な差が あるの か。

　　　　（2）中心埋 め込み文で ある SO，　SS タイプは芙語 に対す る情意的要素で分 け られたグル ー

　　　　　プ問で有意差が存在する の か。

　　　　（3） 関係 代名詞 which と zero は ，
　 who

，
　thatと比 べ て難 し い の か。

5．2　方法

　Y 県 Y 高等学校に在籍する 1 年生 196名に ， 後置修飾構造理解度テ ス トと ， 英語に関する意識

調 査を受 けて も らい
， SPSS によっ てテ ス ト問題の 信 頼性を検証 した。調査対象者は，普通科の 学

生で ，中学入 学時か ら卒業ま で の 3 年間 を通 じて
，
Nevv　Horizon を使用 して学習 してお り，回答

漏れ や二 重回答等を除外 した 177名分 の データを使 用 した 。 調査に使用 した問題お よび 意識調査

は ， 大学生 を調査対象に行 っ た調査 1 と同様 の もの で ある。

　意識調査 の結果 を クラス タ
ー

分析 にか け ，
2 つ にグル ープ化 した 。 そ の後 ， グル

ープ ， 後置修

飾語旬 ，
セ ン テ ン ス タイプ ， 関係代名詞 の それぞれ の 種類 によ っ て テ ス トの 得 点に有意な差が あ
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る の か ど うか をみ た。

5．3 結果

　後置修飾構造理解度テス トの 信頼性 を検証す るた め に SPSS を用い て ク ロ ン バ ッ クの α 係数に

よ っ て求め た。その 結 果 ， 後置修飾構造理 解度テ ス トの α 係 数は ．95 とな り， 信頼 の お けるテ ス

トで ある こ とが分か っ た 。

　ウォ
ー

ド法に よ りク ラ ス ター
分析を行い

， 調査対象者を グル
ープ別 に分けた 。 表 示 されたデン

ドロ グラム か ら， 当初は 4 っ の ク ラ ス タ
ーが得 られ る と考え られた が ，吟峡 した結果 ， 第 4 クラ

ス ター
の みが特異で あ っ たた め，カ ッ テ ィ ン グポイン トを遠 くに し て ク ラス ターを 2 つ に定め た ．

各ク ラス タ
ー

の 所属人数は ， 第 1 ク ラス ターが 140人 ， 第 2 ク ラス ターが 37人 で あ っ た。これ ら

の 記述統計塋 を表 4 に ， ク ラ ス タ
ー ご との プ ロ フ ィ

ール に した もの を，図 4 に示す。

表 4　各ク ラス タ
ー

の 記述統計量

項 目 第 1クラス ター
第 2 クラ ス ター

項 目 第 1 ク ラ ス タ
ー

第 2 ク ラ ス タ
ー

（η 富 140） （η コ 37） （n ＝ 140） （η 羅 37）

M 册 M 册 M 跏 M 訪

1 2．410 ．773 ．220 ．75 15 2．64 0．693 ．030 、64

2 2．610 ．772 ．730 ．69 16 2．55 0．782 ．350 ．88

3 2．240 ．762 ．810 ．77 17 3．10 0．643 ．62054

4 2．140 ．682 ．730 ，65 18 3．14 0．60 3．620 ．59

5 2．280 ．773 ．000 ．78 19 3．14 0．693 ．570 ．68

6 1．940 ．682 ．730 ，76 20 3．03 0．69 3．590 ．59

7 2．010992 ．24 1．06 21 3，06 0．77 3．650 ．63

8 2．050 ．972 ．860 ．88 22 2．41 α75 3ユ90 ．61

9 1．990 ．722590 ．89 23 2，54 0．703 ．30057

10 1．850 ．802 ．490 ，76 24 251 0．783 ．270 ．76

113 ．140 ．823 ．84 0，44 25 2．64 0．793 ．350 ．67

12 3．150 ．703 ．760 ．49 26 2．68 0．833 ．320 ．70

13 3．160 ．733 ．780 ．47 27 3．35 0．703 ，893 ．15

14 3．240 ．693 ．810 ．39
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2．00 「卩

1．50
＋ 第 2クラ ス ター

1．001

　 23 　45 　 67 　 891 〔｝1112131415161718192021222324252627

項 目

図 4　意識調査別平均値

　また，こ れ らの グル ープ 間にお ける平均値差を t検定によ っ て 検討 した 。 その 結果 ， 項 目 7 「日

頃か らよ く洋楽 を聴 く」 と項 目 16 「英語 で書かれ た文章を読 んで い る時 ， 分か らない 単語 が あ っ

て も，その まま読 みすす める」を除 く全 て の 項 目で
，
1％水準で 有意な差がみ られ た。したが っ て

2 つ の ク ラ ス タ
ーの 特徴を表 5 の ごと くとらえ ， それぞれ ク ラ ス タ

ー
名を付 けた。

表 5 各クラス ターの 特徴

クラ ス ター
ク ラス ター名 特徴

ee　1 クラス ター

　 （n
＝正40）

標準的英語学習群

英語力 を伸 ば したい と思 っ て い るが ，あま り英語が

好きで は な く， 英語学習 に対 して情意面で あま り肯

定的な態度を示 し て い ない

第 2 クラ ス ター

　　（n ・　37）
積極的英語学習群

英語 が好きで ， 英語学習に対 して情意面で 肯定的な

態度を示 して い る

5．3，1Part 　 1の 結果 と考察

　 こ こで は，研 究課題 （1）の 解を探る。

　表 2 の ご とく，全て の 後置修飾語句の 間で ，グ ル
ープ 間で有意な差が なか っ た 。 よ っ て ， 研究

課題 （1） の 解は ，「調査対象者 の 情意面 に よ っ て 分 けられ た グル
ープ間に は，後置修飾構造理解

に つ い て有意 な差は ない 」 とな り， 学力面 で分け られた グル ープとは異なる結果となっ た 。 しか

し
， 図 5 は

， 調査 1 で得た結果 を表 した図 1 （大学生対象） と後置修飾言詢 の 理解度の 傾向が似

て い る こ とか ら，学力 ， 情意的要素 を排 除 して 考えて も，並 g 分詞や前置詞句は 比較的理 解 しや
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　　　　　 す く， £ d 分詞，to 不定詞 ，形容詞句 ，副詞 句は それ らに比 べ ，定着 しに くい もの であ ると推測

　　　　 　 され る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 6　後置修飾語句別 の 得点

項 目 標 準的英語学習群　　積極 的英語 学習群

　（n ＝140〕財 （S［））　　　　　　　（n
＝37）掘 〔Sl〕）

有意確率

一ed 分 詞

一ing分詞

to不定詞

形容詞句

前置詞句

副 詞 句

2．092

．762

．1925

】．

2．912

．29

（0．91）

（0．50）

（O．84）

（O．71）

（O．32）

（0．78）

2．052

．652

．192

．5］

2．922

．14

（0．97）

（0．67）

（0．84）

（0．80）

（0．27）

（0，7王）

．812

．416

．978

．962

．972

．259

3 ．00

2．75
　 ∂置　　驢　も，　　　　　　もσ　　　　　　　　　　　、’

　　　　　　　　　　　　　 、

 
、し
篳　、

250 ゆ
8

、、 ●
’e「

、・亀
、豊
▲

得

2．25 す’ ・
「含 ・標 準 的英 語 学 習 群

点
2．00

1．75

＋ 積極 的 英語 学 習群
150

1．25

1．0  

一cd 分 詞 一ing分詞 to不 定詞 形容詞旬 前置詞句 副詞句

図 5　後 置修飾語句別 の 得点
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5，3，2Part 　2 の結果 と考察 （関係代 名詞 zero を含まない）

　 こ こ で は，研究課題 （2）の 解 を探 る 。

表 7 標準的英語学習群 ・積極 的英語学習群におけ るセ ン テ ン ス タイ プ と関係代名詞別 の 得点

　　　　　　　　　　　　　　　　 （zero を含ま ない ）

項 目 関係代名詞　 標準的英語 学習群　 積極的英語学習群　 有意確率

　　　　　　　 （n
＝140）M （Sl））　　　　　　（n

＝ 37）ル釦〔Sl））

CO

CS

00

OS

SO

SS

塩
肱

濫
 

濫

畿

盤

諡

畿

豐

2．49　　（0，67）

2．08　（0．99）

259 　　（0．74）

2．88　（0，42）

2．89　　（0．39）

2．52　　（0．76）

255 　（0．73）

2．62　（0．73）

2，61　（0，69）

2，85　（0，46）

2．86　（0．49）

254 　（0．75）

1．77　（L19）

1．78　（1．30）

1唖85　　（1．18）

2．07　　（1．15）

2。04　（1．19）

1，69　　（1．豆9）

2，65　（0．48）

2．11　 （1．07）

2．70　　（0．57）

295 　　（0．22）

2．92　　（0，36）

2．54　　（0．83）

2．76　　（0、54）

2．84　　（0．50）

2．65　（0．67）

2．73　（0，65）

2．97　　（α 16）

2．57　（0．80）

1．89　　（1．24）

1．92　　（1．38）

2．03　（1．21）

2．16　（1．11）

2，14　（1．25）

2．03　（1．14）

174

0976

6026

6

正

豆

9

931

3485476883902018804650

84

46392757

57

餌 ＊

勉 く ．05

　表 3 で見 られ るよ うに ，
セ ン テ ン ス タイプが SS で，か っ 関係代名詞が thatの 時に ，

「標準的英

語学習群 」 と 「積極 的英語学習群」 との 問に有意な差が あるこ とか ら，
SS が最も難 しい セ ン テ ン

ス タイ プで ある と考え られ る。 調査 1 の 結果で は ， SO と SS が ともに難 しい セ ン テ ン ス タイプ

で あると推測 したが （卯元 ， 2008），今回 の 情意面で グル ープ化 し た場合で は ， SS が難 しい と い

う結果 とな っ た。 こ の こ とか ら， 学力 面 と情意面の 双方に おい て ，先行詞 が主節主語に な り，か

っ 関係詞節で も主語 となる場 合 （SS）が最 も難 しい と考え られ，「中心 埋 め 込み文 がセ ン テ ン ス

タ イ プの 中で最 も難 しい 」 とい う点 で
， 調査 1や研究課題 （2）お よび先行研 究（K   o，1974；Izumi，

2003；HashimotO＆ Hirai
，
2007）と

一
致 した 。 さらに，関係代名詞 thatが難 しか っ た こ とには ，　 that
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は，which や who とは異 な っ て ，様 々 な間違い が起 こ りやす い 要素がある こ とが考 えられ る。与

え られ た 目本語の 「写真が 付い て い るメ
ール はすて きだ」，

「陽子 に送 られ た メ
ール は長か っ た 」，

「学校の コ ン ピ ュ
ー

タか ら送信されたメ
ー

ル は長か っ た」 に相当する英語 を並べ 替える問題で よ

くみ られ た間違い の 例 は以 下の もの で ある。

＊ The　e−mai1 　has　the　pictUre　that　is　nice ．

＊ The 　e−mail 　was 　sent 　to　Yoko　that　was 　long．

＊ Yoko　was 　sent　to　tle　e−mail　that　was 　long．

＊ The　e−mail 　came 　f｝om 　the　computer 　at　school 　that　was 　lo皿g．

こ れ らは共通 して ，thatの 前後 で文 を 2 つ の 節に 分 けて捉 えた こ とが原因で あ る と推測 され る 。 that

の 前で 分ければ ， 意味の ま とま り （チャ ン ク） として はそれぞれ成 り立 つ が ，与え られ た 日本語

の 意味に なる よ うに は従属節で ある 関係節を主節の 中に埋 め込む こ とがで きず，結果として エ ラ

ーにな っ た 。 こ の 主た る原因 として は ， which の 場合 と異な り，
thatの 場合は ， 関係代名詞 として

で はな く，指示 代名詞 として捉 え て 並べ 替えを行 っ た こ とが考えられ る 。

3．00

2．75

2．50

2．25

得 2．oo
点

　 1．75

1．50

1．25

1．00
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〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　k　　　　　　　　　　　　　　L，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

卜P置 レ
． 、鹽
『” 」

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　占　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’■
℃　　〆

／
卩

、 〆
貫　 　

噛Li

・x ・
w 血o標

・。 ・
which 標

・
か that標

＋ who 積

＋ w 恒 ch 積

一 that積

’ 
▲
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図 6 英語好意Pt　・英語非好意群 にお ける セ ン テ ン ス タイプ と関係代名詞 別 の 得点

　　　　　　　　　　　　　　 （zero を含まな い ）
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5．3，3Part 　2の結果と考察 （関係代名詞 zero を含む）

　こ こ で は ， 研究課題 （3）の 解を探る
。

　表 4の ご とく，全て の セ ン テ ン ス タイ プお よび関係代名詞 の 間で ， グル ープ間で 有意 な差が な

か っ た 。 だが ，セ ン テ ン ス タイ プが OO ，関係代名詞 zero ，
っ ま り接触節 の 場合に ，

「標準的英語

学習群」 と 「積極的英語学習群」 と の 間に有意な傾向が み られ た。調査 1 で は，埋 め込み文で あ

る SO が CO ，
00 と比 較す る と

， 難しい セ ン テ ン ス タイプ で あるとい う結果 とな っ た が
， 今回の

テ ス トで は ，
「標準的英語学習群」 と 「積極 的英語学習群」 の 間で有意な差はなか っ た 。 しか し，

有意差はなか っ た もの の
，

「標準的英語 学習群」
・「積極的英語学習群」 ともに CO ， 00 よ り も平

均点が 低い こ とか ら，英語学習に比 較的積極的な学習者で あ っ て も，中心埋 め込み文は理解が 困

難で ある と推測 され る。また ，00 で 「標準的英語学習群」
・「積極的英語学習群」 の 問で 有意差

があ っ た理 由と しては ， 00 とい うセ ン テ ン ス タイ プが本文 中で 1度も出現 してお らず，exposure

が不足 して い た こ とが考え られ る。 さらに，接触節が難 しか っ たこ とには ， 修飾 マ ーカー として

の 関係代名詞の 欠如 と， 日本語 の 転移が考え られ る。 これは，久保 田 （1981）に
一
致 し，

こ れ に

よ る と，関係代名詞節 と接触節を比較 した と こ ろ ， 関係 代名詞節の 方が誤答率が低 か っ たた め ，

関係代名詞 が 実際 に形 とし て 存在す るこ とが ， 先行詞 と修飾語句 との 関係 を捉 え易 くして い るた

め
， とあ る 。 日本語の 転移につ い て は ， 卯元 （2008）で の 調査 1 の 結果 と一

致して い る 。 した が

っ て研 究課題 （3） の 解は ，
「関係 代名詞 zero は ，　 who ，　which ，　thatと比較する と理解 しに くい 」 と

なる。

表 8 標準的英語学習群 ・積極的英語学習群にお ける セ ン テ ン ス タイ プ と関係代名詞別の 得点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （zero を含む）

項 目 関係代名詞 　　標準的英語学習群　 積極的英語学習群　 有意確率

　　　　　　　 （n
＝＝140＞M （Sl））　　　　　　（n ＝37）Ml〔Sl））

CO

00

SO

whowhichthatzerowhowhichthatzero

脚howhichthatzero

2．59　（0．74）

2．08　（0、99）

2．49　（0．67）

1．86　　（LOI）

2．61　（0，69）

2．62　（0．73）

255 　（0．71）

1．76　　（L15）

1．85　　（1．18）

1．78　（1．30）

1．77　　（Ll9）

1．40　　（1．10）

2．70　（057）

2，ll　（1．07）

2．65　（0，48）

2．05　（1．07）

2．65　（0．67）

2．84　　（0．50）

2．76　　（0．54）

2．ll　（1．ユ9）

2．03　（1．21）

1．92　　（1．38）

L89　　（1．24）

L43　　（1．19）

2107650481

！

9

972953250435385222805438

十

＋ p く O．1
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図 7 標 準的英語学習群 ・積極的英語学習群にお けるセ ン テ ン ス タイプ と関係代名詞別 の 得点

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （zero を含む）

6．ま とめ

　今回の 調査で 明らか とな っ た研究課題の 解は ， 次の よ うに な っ た 。

研究課題 （D ： 調査対象者の 情意面 に よ っ て分け られ た グル
ープ閥には ， 後置修飾理解度

　　　　　　　テ ス トの 得点に有意な差は ない 。

研究課題 （2）： 関係詞節 （zero を含ま ない ）の 中で 最も難 し い セ ン テ ン ス タイ プは，　 SS で

　　　　　　　あ っ た 。

研 究課題 （3）： 関係 詞節 （zero を含む） の 中で 最も理 解し に くか っ た組み合わせ は ，セ ン

　　　　　　　テ ン ス タイプ が 00 で ，関係代名詞 が zero で ある 時で あ っ た 。

これ らの こ とか ら，学力面で分けた グル ープにおい て も，情意面で 分 けた グル
ープに お い て も ，

セ ン テ ン ス タイプ SS，関係代名詞 zero は定着し に くい と推測 され る。また ，今回行 っ た調 査 2

におい て 有意傾向の あ っ たセ ン テ ン ス タイ プ 00 は，教科書で 「基本文1 として ， あ る い は ， 本

文 中で の 提示が され て い なか っ たため に，学習者の 記憶に残 りに くか っ た もの と推測 され る。以

上 の こ とか ら ， 調査 L 調査 2 の 結果，難 しい 構造 で あ る も の に関して は ，
exposure を増やす こ

と で ，そ の 構造 を定着 させ る必要 が あるこ とが伺われ る 。
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7．今後の 課題

　今回行 っ たテ ス トPart　1 の 結果 ，後置修飾語句の 理解度と情意的要素とは 関係がない こ とが明

らか とな っ た 。 だが ， 調査 1 の 結果 ， 後置修飾テ ス トと学カテ ス トの 関係を調べ る と，r ＝．68（n ・
＝＝

108
，p ＜ ．01）の相関がみ られた 。 高校 1 年生 を対象 に行 っ た今回の 調査 で は ，

ア ン ケー ト結果 をも

とに した情意面か らの ア プ ロ
ーチで あ っ たが ， 今後は ， 中学 3 年生 も しくは，高校 1 年生を被験

者 に，学力面か らも調査 し，相違点をみた い
。 そ して ，本研究の 調査対象で ある後置修飾が ， 英

語習得 に どの ように関与 して い るか調査を続け，今後の 調査 で も同様の 結果 となれば，学習指導

要領に ， 修飾構造 をひ とつ の 独立 した学習事項 として取 り扱 うよ う明記す る必要 が あるこ とにな

る の で はない だろ うか。

注

1 本研究 にお ける inputお よび intakeは ， 大喜多（2000，
　p，165）の 中で 述 べ られ て い る Corder（1967）

　 と， 安藤（1991，p，390）に従 う。

　　　 「intakeとは ，
　 inputの なかで もと くに学習者に よ っ て理解 され ， さらに言 語習得す る過程

　　 で 実際に有効に利用で きる もの と され て い ます。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大喜多，2000， p．165）

　　　「血takeは学習者が 聴覚，視覚で得た もの の 中で ，自らが有用 と考え ， 選ん だ もの で ， それ

　　 以外の もの を inputと言 う。
　inputは折角 ， 耳に聞こ えた り， 視覚に入 っ て い て も， 速度 難

　　 易度な どの 点で 自らの 内に貯え られ なか っ た もの で，学習の対象 とならなか っ た もの を指す。

　　 っ ま り ， intakeにな らなか っ た 資料 と い うこ とにな る。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（安藤 1991，p．390）

2　Leech　and 　SvartVik（2002）の 中で
，　

“Adverbs　as　postmodifier
”

とい うカ テ ゴ リ
ー

が 存在 したため，

　 本研 究で は，副詞 による修飾 につ い て も取 り扱 うこ とと した 。 Leech　and 　Sv皰 jk（2002）で 挙 げ

　 られ て い る例文 は次の 通 りで ある 。

　　 Can　you 丘nd 　the　ROAD 　back？

　 　 The　PEOPLE 　outs 量de　sta貫ed 　to　shout ．

　　 Have 　you　written 　your　paper　fbr　tle　SErmAR 　tomorrow （
‘tOmorrow’s　seminar

’
）？
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　　　　　補遺

　　　　　　（1）ア ン ケ ー ト項目

全 く

当て は

ま ら

な い

あま り

当て は

まら

ない

やや　 良く

当 て は

まる　　ま る

当て は

1．英語 が好きで あ る。 1 2 3 4

2．英語 の 括 動の 中で ，特 に話 す 事が好 きで あ る。 1 2 3 4

3．英語の 活動の 中で ，特 に書く事が好き で あ る。 1 2 3 4

4，英語の 活動の 中で，特 に聞く事が好きで ある。 1 2 3 4

5，英語 の 活 動 の 中で ， 特 に読む 事が好きで ある。 1 2 3 4

6．英語 の 文法学習に 興 味が あ る 。
1 2 3 4

7． 日頃か ら よ く洋 楽を聴 く。 1 2 3 4

8， 日頃か ら よ く洋画を見る。 1 2 3 4

9．単語 を覚えるの が好きで ある． 蓋 2 3 4

lo．長文 読解は苦 に な らなレ  1 2 3 4

11，英語を話す力 を も っ とっ けた 残 1 2 3 4

12．英語 を聞 く力 を も っ とっ けた い 。 1 2 3 4

13．英語を読む力 を も っ とつ けた し  1 2 3 4

14．英語を書く力 を もっ とつ けた い。 1 2 3 4

15．英語 で 書 かれ た文 章 を読 ん で い る暁 分 か らな い 単語 が あれ ば，

す ぐに辞書 で調べ る。
1 2 3 4

16．英語 で 書か れ た 文 章 を読ん で い る 時，分か らない 単語 が あ っ て

も，その まま読 みすすめ る。
1 2 3 4

17．英語 の 力を紳ばすた めに は，単語を覚 え る事が大切だ と思 う。 1 2 3 4

18，英語 の 力を伸ばすた めに は，文法を知 る事が大切だと思 う， 1 2 3 4

19．英語 の 力を伸ばすた めに は，音読が 大切だと思う。 i 2 3 4

20 ．英語 の カ を伸ばすた め に は，た く さん英文 を読む事 が 大 切だ と思

う。
1 2 3 4

21．英語の カ を伸 ばすた めに は，英語で 会話 をす る 事 が大切だ と思

う。
1 2 3 4

22． 「英語 がで きる」 とい うこ とは，「たくさん 単語を知っ てい る」

とい うこ とだ と思 う。
！ 2 3 4

23， 「英語がで きる」 とい うこ とは ，
「文 法 を知っ て い る」 とい うこ

と だ と思 う。
i 2 3 4

24，　1英 語 がで きる」 とい うこ とは ，
「ネイ テ ィ ブの 様 な発音が で き

る亅 とい うこ とだ と思 う。
1 2 3 4

25，　「英語 が で き る」 とい うこ とは，「複雑 な文 章が 読 め る」 とい う

こ とだ と思 う。
1 2 3 4

26，「英語が で き る 」 とい うこ とは ，「複雜な文章が書ける」 とい うこ

とだ と思 う。
1 2 3 4

27． 「英語 が で き る」 とい うこ とは，「英語 で 自分の 考 え を話せ る」 と

い うこ とだ と思 う。
1 2 3 4
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（2）問題 例 （各 タイ プか ら 1 間ず つ 抜粋）

一ing分 詞 ： 新閔 を読ん で い る女の 子 はケイ コ です。

　　　　（the　girl　f　a　newSPaper ！reading ）is　Keiko．

−ed 分 詞 ： 1900　 に 盡 かれた 日記 を持 っ て い ます 。

　　　　Ihave （wdtten ！j皿 1900！adiary ）．

to不 定 詞： 生徒は学ぶ こ とが た くさん あります。

　　　　 Students　have（learn！to！alot　ofthings）．

前置詞句 ：一 ムを知 っ て い るわ 。

　　　　1  ow （with ／the　woman ！short 　hair）．

副 詞 句 ： 明 日の 夕方の
A

議の
x

料 を書い た。

　　　　 Ihave　w 血 ten　the　paper　for（evening 　1　the　meeting 　f　tomorrow ）．

形容詞句 ： この 本に は興味深 い こ とが載 っ て い るよ。

　　　　 There　is（in　this　book／interest洫91something）．

S　S　 ： その 部屋 に入 っ た 男の子 は背が高か っ た 。

C 　 S

O　 S

S　 O

C　 O

0 　 0

（entered ！the　room 　f　the　boy〆who ）was 謝 L

： こ の 子が ， その 部屋 に入 っ た男の 子 です。

［rhis　is（the　boy ！the　rQom ！who ！entered ）．

： 彼 はその 部屋 に入 っ た男の子 を知 っ て い る 。

He　knows（the　room ／entered 〆who ！the　boy），

： メ ア リーが知 っ て い る男の 子 は こ こ に い ます。

（who ！Mary ！the　boy！knows）is　here，

：彼は，メア リ
ーが知 っ て い る男の 子 です。

He　is｛Mary！the　boy ！who ！knows ）．

　：彼 は，メア リーが知 っ て い る男の 子 に電話 した 。

He　called （  ows 紬 e　boy！Mary ！who ）．
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